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まほうの言葉 
校長 長谷川 修 

いつも本校への教育活動へのご協力ありがとうございます。４月から約２ヶ月が過ぎ、学年や

学級も落ち着いてきたと感じています。５月には１年生から４年生の遠足に行ってきました。ど

の学年も今持てる力を十分発揮することのできた遠足でした。３年生はとても暑い中、長い道の

りを歩いて山登りをしていくことができました。登ったり下ったりの連続でしたが全員が川まで

おりてくることができました。２年生は航空記念公園で駅からたっぷり歩き、水場や遊具で思い

っきり遊ぶことができました。疲れた帰りも立派に電車に乗り、歩いて帰ってくることができま

した。１年生は石神井公園まですべて徒歩で行って帰ってくることができました。ずっと公道を

歩きましたが、先生方に大きな声で注意されることなく、立派に歩くことができました。４年生

はグループごとに協力して山に登り、おりてくることができました。雨上がりですべりやすい山

道でしたが上手におりてくることができました。電車を利用した学年は他のお客様の迷惑になら

ないように一人一人が気をつけて静かにしようとする姿が見られました。あたりまえのことかも

しれませんが、そのどれもが成長した子どもたちの姿です。できた子どもたちには大いに賞賛を

与え、見えた課題についてはきちんと伝えました。 
６月には６年生と軽井沢移動教室に行ってきます。一段と成長した６年生の姿が見られること

を楽しみにしています。 
 
さて、私たちは日頃から自分で自分を励ましていかないと行き詰まってしまうことがあります

よね。私も日々自分で自分に声をかけています。その言葉が「よし。」です。このことは全校朝会

で子どもたちにも話をしました。この「よし。」にはいろいろな意味がありま 
す。自分に気合いを入れるときの「よし。」、がんばったときのねぎらいの「よ 
し。」、調子が良いときの「よし。」、うまくいかないときのくじけないための 
「よし。」、自信がないときのはげましの「よし。」、失敗したときの立ち直りの 
「よし。」などです。ことあるごとに自分に「よし。」と声をかけると不思議と心 
が落ち着き、元気が出てきます。 
 普段から自分をよく見つめて、小さなことでもできたときには「よし、いいぞ。」と自分をほめ

ていくことが大切ではないでしょうか。皆さんもぜひ日々の生活の中で自分が元気になれる自分

自身への「まほうの言葉」を探してみてください。 
―集団下校へのご協力ありがとうございました。― 

  ５月１９日の不審者情報を受けての緊急集団下校、そして、５月２８日の避難訓練におけ 
る集団下校での保護者の皆様のご協力に大変感謝いたします。ありがとうございました。今 
後も児童の安全確保のためご協力をよろしくお願いいたします。 
※学校連絡メールに登録されていない方は、登録くださるようお願いいたします。 

 



委員会紹介（委員長）
～５月の委員会紹介集会で委員長さんが委員会の紹介をしました～

代表委員会

代表委員会では、学校のめあてを
立てたり、さまざまな行事の進行を務
めたりしています。全校のみなさんも
代表委員会が決めた活動に積極的
に取り組んでください。

放送委員会

放送委員会では、時間の５分前
には放送室に行って、朝、昼、帰り
の放送をしています。お昼の放送
が流れている時には静かに聞いて
ください。よろしくお願いします。

飼育委員会

飼育委員会は、うさぎのお世話や
時々池の清掃をしています。うさぎ小
屋を掃除したり、エサをあげたりしてい
ます。一羽しかいませんが、大切に育
てます。
みなさんも休み時間など駐輪場の近く
のうさぎ小屋へ遊びに来て、チャイを
かわいがってください。

栽培委員会

栽培委員会は、学校の植物に関す
る仕事をしています。今年は花壇にコ
スモスやミニトマトなどを育てていく予
定です。みなさんも植物を大事にする
形で協力してください。

給食委員会

給食委員会では、給食の片付け
を見て、その数だけマスコットを作
ります。今年は２ヶ月間に１回、賞
状も渡します。ワゴンは早めに、き
れいに出してください。

新聞委員会

新聞委員会は、月１回新聞を作っ
たり、掲示物の貼り替えをしていま
す。新聞は、一生懸命みんなで
作っているので、読んでください。楽
しい新聞を作ります。

体育委員会

体育委員会では、石灰倉庫と体育

倉庫の片づけや清掃をしています。
休み時間に校庭でボールをけった

り、石灰で遊んだりしないでください。
晴れている日は校庭で元気に遊び
ましょう。

図書委員会

図書委員会の仕事は、本の貸し出
しをしたり、本の整理をしたり、読書
旬間のクイズを考えたりすることで
す。本は大切に使って、図書室の中
で走ったり遊んだりしないでください。

集会委員会

集会委員会は、みなさんが楽しめる

ような集会を考えて実行する仕事をし

ています。昨年度行った集会に負けな

い集会をがんばって考えて実行してい

きたいです。

保健委員会

保健委員会では中休み、保健当番
として出ていない保健板を回収したり、
石けんの点検をしたり、保健室に来
たこのお世話をしたりします。体育の
後や外で遊んだ後は手洗いとうがい
をしてください。

環境委員会

環境委員会では、リサイクルボッ
クスの回収をしています。みなさん

におねがいです。リサイクルボック
スに入れるときは、そろえて入れて
ください。
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６月の生活目標 友達をたくさんつくろう

読書旬間

６月は、「みなみふれあい月間」で

す。

司書教諭 澤田 麻衣

６月１６日（月）～６月３０日（月）は、読書旬間です。『食物は体の糧、読書は心の
糧』という西洋の名言がありますが、良い本を読むことは、人間らしく温かい豊かな心
を育てる上で、とても大切です。
本校では心を育てる教育の一つとして、日頃の読書指導に加えて年に２回、春と秋
に読書旬間を実施しています。この期間に朝の時間や図書の時間などを利用して、
じっくり本を読む習慣をつける取り組みを行っています。全校児童が共通の時間帯の
中で読書に親しむことは、子どもをより一層本好きにさせるものと考えています。沢山
の本に触れる機会が増えるよう「読書カード」に読んだ本を記録していきます。また旬
間中のお楽しみとして、今年も図書委員会が『読書クイズ』を用意しています。毎年恒
例になっている「ねりまおはなしの会」の方々による『語り』も、子どもたちをきっとお話
の世界に誘って下さることでしょう。楽しみにしていてください。

ご家庭でもこの機会に、読書に取り組まれてはいかがでしょうか。

生活指導主任 金石 公平

６月は、「みなみふれあい月間」です。

最近、人権教育の大切さが見直されています。「人権」と

は「どの人にも生まれながらに平等に持っている人として

の権利」と定義されていることですが、かんたんに言うと

「自分を大切にするように、まわりの人を大切にする」こ

とだと私は思っています。

「いじめ」「差別」「暴力」「暴言」など、これらはすべて人

権感覚を正しく持っていればうまれません。もちろん、人

と自分はちがう人間です。考え方や性格、はだの色や目

の色など様々なちがいがあります。それでも同じ「人権

感覚」を持つことで、いじめをはじめとするたいていの問

題はなくなるはずです。

大泉南小では具体的には、次のような取組を計画して

います。各学級ではクラス遊びに担任も積極的にかか

わっていき、学級内のかかわりを深めます。体力テスト

測定では、６年生、５年生がそれぞれ１年生、２年生の測

定の補助をします。それにともなって休み時間も一緒に

遊びます。また、朝の時間を活用して本の読み聞かせを

するなどの計画もあります。普段から友だち同士も教室

内では基本的に「さん」をつけて呼び合っているのも「人

権尊重」の取り組みの一つです。普段の生活にも広がっ

ていくとよいと考えています。

友だちや先生とのかかわり、ふれあいの中で、「自分を

大切にするように、まわりの人を大切にする」子どもたち

になるよう、全職員が共通認識のもとで、大泉南小はこ

れからも人権教育に力を入れていきます。

みなみふれあい月間


